
はじめに　写真のガラス玉は、

JR 京都駅南側の発掘調査で出土し

ました。調査地は平安京の南東部、

左京九条三坊八町跡にあたります。

周辺の発掘調査では、平安時代の

自然流路が多く見つかっていて、

宅地利用されていない土地もあっ

たようです。平安時代後期になる

と急速に開発が進んだようで、建

物や井戸など生活にともなう遺構

が多く見つかるようになり、宅地

利用が活発になったことがうかが

えます（リーフレット京都№

354）。また、調査地やその周辺に

は仏堂が多く建立されていたこと

が文献史料や発掘調査成果から分

かっています。ガラス玉は、こう

いった施設で装飾などに使用され

たものなのかもしれません。

ガラス玉の出土　ガラス玉は平

安時代末から鎌倉時代前半にかけ

ての整地層から出土しました。出

土時は２つに割れた状態で、40cm

ほど離れたところで別々に見つか

りました。ガラス玉は直径 3.3cm

の球形で、中央には直径 0.8cm の

孔が開いています。重さは 39.5 ｇ

です。表面には溶けたガラスを棒

に巻き付けて成形した際の痕跡が

幾筋かみられます。出土時は鮮明

な青色をしていました。現在は表

面が白色化していますが、光を当

てると本来の美しい青色を取り戻

し、輝きを放ちます。

ガラスの成分や原材料の産地を

調べるために、蛍光エックス線分
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写真１　出土したガラス玉（約２倍）
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図１　蛍光エックス線による分析グラフ



析と鉛同位体分析の２つの理化学

的な分析を北野信彦氏（龍谷大学

教授）に依頼しました。

蛍光エックス線分析　分析の結

果、アルミニウム（Al）、ケイ素（Si）、

カリウム（K）、鉄（Fe）、銅（Cu）、

鉛（Pb）などがガラス玉の主な成

分であることが分かりました。特

に鉛とケイ素が多く検出されたこ

とから、鉛ガラスであることが明

らかになりました（図１）。

鉛同位体分析　鉛の産地を調べ

るために鉛同位体分析も行ないま

した（表１）。鉛は地中の埋蔵環境

によって重さの異なる４種類の同

位体に分けることができます。同

位体の組成を調べることで、その

産地を知ることができます。

表１を図に示してみると、朝鮮

半島領域ないしは日本領域に含ま

れていることが分かりました（図

２）。ただし、日本産鉛の中には日

本領域の外側に位置づけられる鉱

山がいくつかあるため、この段階

では産地の判定には至りませんで

した。そこで、他の遺跡で出土し

たガラス資料や日本国内の鉱山資

料と比較検討をしたところ、長崎

県対馬にある対
たいしゅう

州鉱山で採掘され

た鉛を使って作られた可能性が高

いことが分かりました（図３）。

まとめ　ガラス玉の成分や原材

料の産地については明らかになり

ましたが、どこで作られていたか

は分かっていません。福岡県の博

多遺跡群では中世にガラス生産が

行なわれていたようです。京都市

内でも、16 世紀になると山科本願

寺跡でガラス玉が作られていたこ

とが分かっています。

ガラス玉の出土地北側には、中

世の商工業地域である七条町が形

成されていたと考えられます。こ

れまでの発掘調査で、鏡や刀装具

などの鋳型、坩
る

堝
つぼ

など金属器生産

にかかわる遺物が多く出土してい

ます。この一角にガラス生産にか

かわる工房などがあったかもしれ

ません。今後の発掘調査が期待さ

れます。	

	 ( 鈴木康高 )

遺跡名／平安京左京九条三坊八町跡 

遺物名／ガラス玉 
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表１　鉛同位体分析によるガラス玉の鉛同位体比

図２　東アジアにおける鉛同位体比分布

華南領域

華北領域

朝鮮半島
領域

日本領域
華南領域

華北領域

朝鮮半島
領域

日本領域

2.18

2.16

2.14

2.12

2.10

2.08
0.83 0.85 0.87 0.89

15.8

15.7

15.6

15.5

15.0
17.0 17.5 18.0 19.018.5

ａ領域

ａ領域

●

●

Ａ式図 Ｂ式図

●　出土したガラス玉 ●　出土したガラス玉

207Pb/206Pb

2
0
8
P

b /
2
0
6
P

b

206Pb/204Pb

2
0
7
P

b /
2
0
４
P

b

図３　西日本の鉛鉱山における鉛同位体比分布
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